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郷
土
史
家
　
後
藤
喜
平

そ
も
そ
も
塩
の
道
と
い
う
の
は
み
な

さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
太
平
洋
岸
か
ら
信

州
塩
尻
ま
で
の
塩
運
搬
の
ル
ー
ト
で
す
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
往
古
よ
り

一
定
の
路

線
が
言
い
伝
え
ら
れ
、
ま
た
認
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
戦
後
郷
土
史
研
究
の
方
々

が
盛
ん
に
調
査
さ
れ
た
ら
し
く
、
私
達
が

住
ん
で
い
る
地
域
に
お
い
て
も
様

々
な

憶
測
や
過
誤
が
な
さ
れ
、
県
教
育
委
員
会

の
出
さ
れ
た
も
の
に
も
誤

っ
て
載

っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
な
げ
か
わ
し
く
思

っ

て
お
り
ま
す
。

森
街
道
は
明
治
二
十
四
年
造
成

「塩
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
（静
岡
新

聞
社

上

一〇
〇
〇
年
十
二
月
発
刊
）
に
載

つ
て
い
る
、
掛
川
市
内
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

位
置
二
つ
の
場
所
が
違

っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
秋
葉
通
り
屋
台
小
屋
の
前
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（図
中
①
）
で
す
。
こ
の
森

街
道
は
明
治
二
十
四
年
か
ら
造
成
さ
れ

明
治
二
十
二
年
県
道
に
昇
格
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ま
で
道
も
な
か
っ
た
所
で
塩
の

道
か
ら
大
き
く
外
れ
て
建

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
で
は
、
塩
の
道
は
広
岡
敏
雄
さ

ん
屋
敷
角

（図
中
②
）
か
ら
西
進
し
森
街

道
に
、
そ
れ
か
ら
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
現
在

地
に
到

っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
間
違
っ
た

道
標
の
位
置
に

遠
山
さ
ん
宅
の
下
（図
中
③
）に
到
り
」
と

い
う
の
が
あ

っ
た
。
ン
）れ
は
昭
和
天
皇
の

御
大
典
を
記
念
し
て
秋
葉
通
り
青
年
会

の
建
て
た
道
標
が
、
森
街
道
か
ら
の
分
岐

（図
中
④
）
と
遠
山
さ
ん
宅
下
の
Ｔ
字
路

に
あ

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
私
は
思

う
。
遠
山
さ
ん
宅
下
の
道
標
は
国

一
バ
イ

パ
ス
に
埋
没
し
て
無
い
が
、
森
街
道
の
分

岐
点

の
道
標
は
元
の
所
に
あ
る
（図
中

④
）。
こ
れ
を
見
て
森
街
道
を
掛
中

へ
通

っ
た
伊
藤
先
生
の
塩
の
道
説
は
生
ま
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

思
っ
た
よ
り
狭
い
塩
の
道

元
来
重
要
な
路
線
で
あ
る
塩
の
道
も

思

っ
た
よ
り
狭
く
、
大
池
よ
り
新
田

へ
越

す
中
坂
（図
中
⑤
）も
、
峠
越
え
で
あ

つ
た

の
を
切
り
通
し
と
し
た
急
坂
で
、
頭
の
上

に
は
す
す
き
が
覆

い
か
ぶ
さ
り
荷
車
の

や

っ
と
通
る
道
が
昭
和
六
～
七
年
頃
ま

で
の
様
相
で
あ
り
、
ゝ
）れ
が
垂
木
村
か
ら

掛
川

へ
出
る
唯

一
の
幹
線
道
路
で
し
た
。

本
当
の
塩
の
道

な
お
本
当
の
塩
の
道
は
、
広
岡
敏
雄
さ

ん
の
角
（図
中
②
）を
曲
が
ら
ず
北
進
し
、

秋
葉
路
団
地
に
到
る
地
点

（バ
イ
パ
ス
に

埋
没
）
よ
り
源
ヶ
谷
池
堤
防
下
を
西
に
進

［編
集
後
記
］

こ
の
号
は
、
昨
年
度
の
広
報
部
部
員
の

み
な
さ
ん
の
協
力
で
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
役
を
降
り
た
後
ま
で
取
材
に

協
力
し
て
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

∧
広
報
部
員
ｖ
　
杉
原
芳
夫
（七
日
町
）、

久
嶋
朗
夫
公
一瀬
川
）、
古
屋
　
真
（上
屋

敷
）、
平
松
知
子
（秋
葉
路
）、
大
石
格
文
（秋

葉

通
り
）
、
平
尾
鉄

馬
（
鳥

居

町
）
、

横
島
美
登
里
（橘
町
）、
服
部
　
保
（末
広

町
）、
高
鳥
　
博
（長
谷
）

み
、
バ
イ
パ
ス
大
池
イ
ン
タ
ー
付
近
を
北

に
回
り
（図
中
⑥
）、
遠
山
嘉

一
郎
さ
ん
、
伊

谷
さ
ん
、
山
本
さ
ん
宅
前
を
通
る
旧
道
を

経
て
今
の
舗
装
道
路
に
出
て
、
山
を
越
え

て
新
田
地
内
に
入
る
。
新
田
か
ら
先
も
、

図
中
⑦
の
ル
ー
ト
が
正
解
で
、
十
二
所
神

社
前
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
考
え
直
さ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「塩
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
と
銘
打

つ

た
本
が
、
事
実
と
違

っ
た
記
述
で
ま
か
り

通

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
で
て
し

ま
う
と
、
修
正
は
中

々
で
き
な
く
な

っ
て

し
ま
う
。
な
お
源
ヶ
谷
池
東
の
秋
葉
路
を

通
る
旧
道
云
々
は
影
も
形
も
無
い
嘘
で
あ

フ（フ。

=
地
域
の

歴
史
書
訪
ね

こ
の
よ
う
な

こ
と

が
何
故
起

こ

っ
た
か

と
い
う
と
、
昭
和
五
十

七
年
頃

の
教
育
長
伊

藤
昌
明
先
生
曾
田
部
出

身
）
の
書
か
れ
た
も
の

に
、
「塩
の
道
は
大
池

橋
よ
り
分
か
れ
北
西

に
田
圃
の
中
を
進
み
、

『塩の道ウォーキング』p23よ り




